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シモバシラのはなし 2022.01.20 

コンクリートやアスファルトで覆われた都会では、すっかり見る機会が少なくなった霜柱。

ではなくて、今回はシモバシラという名前の植物のはなしです。知らない人も多いかもし

れませんが、シモバシラはシソ科の多年草。日本の固有種で、関東から九州にかけて分布

し、9 月頃に白い穂状の花を咲かせます。どうしてシモバシラかというと、写真でもおわ

かりのとおり、根元の部分に沿うように美しい絹のような氷の結晶ができるのです。シモ

バシラの茎は冬になって枯れてしまいますが、根は活動を続けます。シモバシラは茎が固

く導管が壊れにくいので、枯れていても毛細減少で水を吸い上げます。そして吸い上げら

れた水が茎から浸み出し外気に触れて凍りつきます。寒い日の朝早い時間には、きれいな

氷の花を観察することができますよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


